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平成 26 年 11 月５日 

各 位 

 会 社 名 株式会社ﾊﾞｲﾀﾙｹｰｴｽｹｰ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 

 代表者名 代表取締役社長 鈴木 賢 

 （コード：３１５１、東証第１部） 

 問合せ先 取締役経営企画部長兼総務部長 津越 正朗 

 （TEL. 022-218-6132） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、最近の業績動向等を踏まえ、平成 26年８月５日に公表しました業績予想を下記

のとおり修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．平成 27 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想の修正 

（平成 26年４月１日～平成 26年９月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

２７０，２４０ 

百万円 

１，２８０ 

百万円 

３，７５０ 

百万円 

２，７４０ 

円 

４７．１２ 

今回発表予想（Ｂ） ２６５，４８０ ７２０ ３，２３０ ２，５３０ ４３．６４ 

増減額（Ｂ－Ａ） △４，７６０ △５６０ △５２０ △２１０  

増減率（％） △１．７６ △４３．７５ △１３．８７ △７．６６  

(参考)前期第２四半期実績 

(平成 26 年３月期第２四半期) ２７６，２２７ １，１９３ ２，９０５ １，９４５ ３２．８２ 

 

２．平成 27 年３月期通期連結業績予想の修正 

（平成 26年４月１日～平成 27年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

５６７，６００ 

百万円 

３，２００ 

百万円 

７，４００ 

百万円 

４，９００ 

円 

８４．２７ 

今回発表予想（Ｂ） ５５１，６００ １，８００ ６，０００ ４，３００ ７５．５１ 

増減額（Ｂ－Ａ） △１６，０００ △１，４００ △１，４００ △６００  

増減率（％） △２．８２ △４３．７５ △１８．９２ △１２．２４  

(参考)前期実績 

(平成 26 年３月期) ５６４，６５５ ３，１９４ ６，６３２ ４，２３５ ７１．９６ 

 



2 

 

 

 

 

３．修正の理由 

 今般、平成 26年４月に実施された消費税増税前の駆け込み需要の反動や薬価基準の引き

下げ、診療報酬改定による急速なカテゴリーチェンジ（医療用医薬品の販売の比重が長期

収載品から新薬創出・適応外薬解消等促進加算制度対象品やジェネリック品等に移行する

現象）の進行、消費税増税に伴う消費者マインドの悪化による患者の受診抑制等の影響で

医薬品卸売業界は、市場全体が落ち込むこととなりました。そのような状況の中、当社に

おきましては、駆け込み需要の反動から市場が回復していくと予想しておりましたが、第

２四半期以降、カテゴリーチェンジの傾向がさらに進み、長期収載品の販売額減少は予想

を上回る結果となりました。また、今夏は全国的な天候不順による受診抑制もあり市場は

予想を下回る結果となりました。 

以上のことにより、売上高が前回予想を大きく下回る見込みとなりました。また、売上

高の減少によるリベートの獲得も予想を下回ることとなり、加えて第２四半期末直前にな

って販売価格が急速に低下したことも重なり、営業利益、経常利益、当期純利益につきま

しても前回予想を下回る見込みとなりましたので、連結業績予想を上記のとおり修正いた

します。 

 なお、平成 26 年８月５日に公表しました第２次中期経営計画（2013-2015）の連結利益

目標につきましては、現在見直しを行っており、連結利益目標に修正がある場合には速や

かに情報開示いたします。 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表時点において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以上 


